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G8G8G8G8 およびおよびおよびおよび G20G20G20G20 にににに向向向向けたセーブ・ザ・チルドレンのけたセーブ・ザ・チルドレンのけたセーブ・ザ・チルドレンのけたセーブ・ザ・チルドレンの政策提言政策提言政策提言政策提言    
    

    

世界世界世界世界にににに潜潜潜潜むむむむ「「「「栄養不良問題栄養不良問題栄養不良問題栄養不良問題」」」」へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに向向向向けたけたけたけた二二二二つのサミットつのサミットつのサミットつのサミット    

～～～～世界世界世界世界のののの飢餓飢餓飢餓飢餓とととと栄養不良栄養不良栄養不良栄養不良にににに終止符終止符終止符終止符をををを打打打打つためにつためにつためにつために～～～～ 
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世界世界世界世界のののの首脳首脳首脳首脳たちがたちがたちがたちが次次次次からからからから次次次次へとへとへとへと降降降降りかかるりかかるりかかるりかかる経済危機経済危機経済危機経済危機へのへのへのへの対応対応対応対応にににに追追追追われるわれるわれるわれる中中中中、、、、何百万人何百万人何百万人何百万人ものものものもの子子子子どもたちをどもたちをどもたちをどもたちを

襲襲襲襲ったったったった飢餓飢餓飢餓飢餓とととと栄養不良栄養不良栄養不良栄養不良のののの問題問題問題問題ははははこれまでこれまでこれまでこれまで見過見過見過見過ごされてきましたごされてきましたごされてきましたごされてきました。。。。世界世界世界世界がががが何年何年何年何年にもおよぶにもおよぶにもおよぶにもおよぶ経済不安経済不安経済不安経済不安をををを経験経験経験経験しししし

ているているているている中中中中、、、、世界中世界中世界中世界中にににに蔓延蔓延蔓延蔓延しているしているしているしている慢性的慢性的慢性的慢性的なななな栄養不良栄養不良栄養不良栄養不良によりによりによりにより、、、、何百万人何百万人何百万人何百万人ものものものもの子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの可可可可能性能性能性能性がががが打打打打ちちちち砕砕砕砕かかかか

れれれれ、、、、ゆっくりとゆっくりとゆっくりとゆっくりと世界経済世界経済世界経済世界経済のののの基礎基礎基礎基礎がががが蝕蝕蝕蝕まれていますまれていますまれていますまれています。。。。    

 

 

2012 年の G8 および G20 の両首脳国会議は、食料安全保障問題への大きな突破口を開く機会となります。

私たちは既に世界の栄養不良を削減する解決策を知っていますが、それらを機能させるには政治的コミッ

トメントと強いリーダーシップが求められています。世界経済危機と栄養不良問題の同時危機に対して、栄

養不良への対応策、栄養に重点を置いた農業、そして社会的セーフティネット構築への追加投資が必要と

されています。G8 および G20 各国による早期の対策と強いリーダーシップにより、飢餓と栄養不良の問題

に終止符を打つ歴史的な一歩に向けた基盤を築くことができます。 

 

 

栄養栄養栄養栄養におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題    

栄養不良問題は決して新たな問題ではなく、解決に向けてゆっくりと進展を遂げてきました。例えば、栄養

不良率は過去 20 年１の間で年間平均約 0.6%削減されており、また、近年は解決に向けたコンセンサスの

構築と栄養不良問題削減に向けた政治的意思の醸成が見られるなど、大きく改善しました。 

 

気候変動、食料価格の変動、経済の不安定さ、人口移動など、世界の諸傾向が相まって、栄養不良削減

に向けた将来的な進捗は危機に直面しています。もし現状の傾向が続いた場合、セーブ・ザ・チルドレンの

推定によると、今後 15 年の間で 4.5 億人の子どもたちが栄養不良を原因とする「発育阻害」により、脳や

身体に不可逆的損傷を受け苦しむことになります２。 

 

世界経済の減退が 2012 年および 2013 年にも継続した場合、状況は更に悪化するでしょう。近年の世界

経済危機は、過去最高を記録した食料価格の高騰を伴い、１億人以上の人々を新たに貧困に追いやり、こ

れらの人々は栄養価の高い食料を入手できなくなりました３。多くの途上国が 2008-09 年の経済危機から

比較的早く回復しましたが、危機発生時に要した対応により、現在、それらの国の多くに経済的余裕がなく

なっており、貧困家庭を保護する予算などもなく、世界経済の急激な悪化に対して脆弱な状態となっていま

す４。 

 

G8 および G20 各国は、この世界経済の動乱期において舵取りをする重要な役割を果たすことが求められ

ます。これらの国々は、最も貧しく脆弱な家庭を世界経済危機の影響から保護すべきであり、隠れた危機

である「栄養不良問題」に対応するための世界的な食料安全保障に向けた持続可能なアプローチを取るべ

きです。栄養不良は途上国の国内総生産の 2-3%を犠牲にしており５、既述のアプローチは経済的観点から

も理にかなっています。栄養不良の削減は、強くて持続可能で、かつバランスのとれた成長を遂げるため

の G20 の主要課題でもあります。 

 

 

ラクイララクイララクイララクイラ・イニシアティブ・イニシアティブ・イニシアティブ・イニシアティブ後後後後のモメンタムをのモメンタムをのモメンタムをのモメンタムを維持維持維持維持するするするする    

2009 年のラクイラ G8 サミットで示された世界食料安全保障に向けた歴史的コミットメントが 2012 年に期限

切れとなりますが、飢餓問題はまだ解決に至っていません。ドナー各国はラクイラ・イニシアティブでの全コ

ミットメントを達成すべきであり、同イニシアティブで資金がどのように使われ、どのような結果を達成したの

かを明確にする包括的な報告書を出すべきです。 

 

農業と栄養不良問題への 20 年分の投資不足を取り戻すには、ラクイラ食料安全保障イニシアティブによ

るわずか 3 年間の支援では足りません。食料安全保障が再び最優先議題にあがる 2012 年のキャンプ・デ
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ービッドでの G8 サミットは、持続的な食料および栄養安全保障のための長期的な取り組みとパートナーシ

ップを確保する大変重要な機会となります。 

 

ラクイラでもたらされたモメンタムを維持するため、セーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンは G8G8G8G8 各国各国各国各国にににに対対対対しししし、、、、新新新新たなたなたなたな世界食世界食世界食世界食

料料料料およびおよびおよびおよび栄養安全保障栄養安全保障栄養安全保障栄養安全保障イニシアティブをイニシアティブをイニシアティブをイニシアティブを打打打打ちちちち出出出出すすすすことをことをことをことを求求求求めますめますめますめます。。。。ただし、新たなイニシアティブは、栄養不

良削減をより優先的な課題とすべきです。 

 

私たちは G8 に以下を求めます： 

 

� 発育阻害削減に向けた新たなグローバル目標設定への合意。また、国レベルでの目標達成に向けた

進捗確認。 

� 「栄養改善拡充のための枠組み(SUN : Scaling Up Nutrition Framework)」の支持６。 

� 新たな世界食料および栄養安全保障イニシアティブの下、直接的な栄養対応策に向けた相当規模の

資金的コミットメントおよび拠出。 

� 発育阻害を含む各目標および資金拠出に対する実施状況についての一年ごとの進捗確認および報

告による透明性および説明責任の改善。 

 

上記を受け、G20 には以下の行動を求めます： 

 

� G8 がキャンプ・デービッドで示す新たな世界食料および栄養安全保障イニシアティブの支持。また、

「栄養改善拡充のための枠組み(SUN : Scaling Up Nutrition Framework)」の支持。 

� 自国の農業大臣に対し、家庭における栄養を効果的に改善できる農業政策および農業手法について

2013 年のサミットで提言できるよう取りまとめるよう指示。 

� 低所得国が危機発生時に貧しく脆弱な人々を保護するための社会保護システムを構築し、発展させ、

資金投入できるよう支援。 

 

 

栄養不良栄養不良栄養不良栄養不良：：：：隠隠隠隠れたれたれたれた危機危機危機危機    
毎日毎時、300 人の子どもたちが栄養不良で亡くなっています。栄養不良は、世界の子どもの死亡の約 3 

分の 1 にあたる年間 260 万人の子どもの死亡の間接的要因となっています。しかし、栄養不良は死亡診

断書に記録されることはなく、その結果、必要な対策がなされていません。たとえ生存している子どもたちで

あっても、長期的な栄養不良は破壊的、かつ回復不可能なダメージを子どもたちにもたらします。栄養価の

高い食料の不足は、感染症や病気への罹患と相まって身体や脳の適切な成長を妨げます。少なくとも 1.7 

億人の子どもたちが発育阻害の影響を受けています。これは、年齢に応じて身長が伸びていないというだ

けでなく、就学時期の遅れや学力の遅れが見られる可能性が高いということです。幼少期の栄養不良は生

産性の低減とも関係しており、発育阻害の子どもたちが成人した時、通常に成長した子どもたちと比較する

と約 20%７も収入が低くなると予測されています。また、栄養不良問題は、途上国の国家歳入の 2-3%減を招

くと推定されています８。 

 

 

解決策解決策解決策解決策についてについてについてについて    

栄養不良の危機にある子どもたちや家族に対する解決策は既によく知られており、栄養の専門家にも十分

に支持されているものです。妊娠から 2 歳になるまでの 1,000 日間の栄養対応策が、子どもの健康を守る

最も効果的な方法の一つです。2008 年には 5 名のノーベル賞受賞者を含む 8 名の著名な経済学者が、

栄養不良削減が最良の開発投資であるとの合意に至りました９。 

 

完全母乳育児やサプリメント摂取、食料の栄養強化等、知られている直接対応策に加え、飢餓や栄養不良

削減においては農業が重要な役割を果たせる可能性があります。これまで、農業政策およびプログラムの
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目的は、主要作物や高価な農園作物の生産高向上にあるのが常でした。しかし、食料の増産だけでは子

どもたちの生命を守ることはできません。農業生産高の向上がそのまま栄養改善につながるわけではない

のです。 

 

子どもたちやその家族の栄養改善に向けて農業が持つ可能性については、未だに十分に研究され、実施・

優先されてはいません。複数の研究結果によると、栄養改善を農業プログラムの明確な目的として据えた

場合、食料の量・質、また入手のしやすさがともに向上することが分かっています。飢餓と栄養不良削減に

おいて農業が持つ可能性を発揮させるため、食料および農業分野では栄養に重点を置いた政策を優先的

に扱う必要があります。 

農業、食料安全保障および栄養を統合させる戦略に向けた機運は高まりつつあるものの、国際レベル、国

家レベル双方でより一層の対応が求められています。農業政策や農業プログラムの目的に栄養を加える

など、今すぐ取り組めることはいくつかあります。しかし、農業プログラムが栄養不良削減に与えうる影響に

ついて確かなる証拠を得るには、そして成功例を大規模に展開するための最良の手法や戦略を見つける

ためには、更なる研究が必要です。 

 

 

行動行動行動行動をををを起起起起こすときこすときこすときこすとき    

過去 20 年にわたり、発育阻害は世界で毎年わずか 0.6%しか削減されておらず、今求められているのは行

動を起こすことです。今年の G8 および G20 において、農業と栄養の両分野の連携により飢餓および栄養

不良に終止符を打てるよう、参加各国の大きな後押しが必要です。 

 

栄養不良の問題においては、世界中の関係機関や政府を触発し、団結させ、そしてその指針となるような

世界的な指標や共通の目標がありません。発育阻害の子どもの割合を測るような世界的指標があれば、

政府やその他の関係機関は、この栄養に関する重要な指標が進展を遂げるよう共に連携するでしょう。こ

れは、世界的機関であっても地域の市民社会団体であっても、全関係者が達成に向けて共に取り組める

目標となります。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、万人のための栄養と食料安全保障を優先事項とし、何百万人の子どもたちの命

を救うよう、そしてより安定した持続可能な経済発展を遂げるよう、今こそ世界の首脳たちに行動を起こす

ことを求めます。 

 

 

セーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンは G8G8G8G8 にににに求求求求めますめますめますめます：：：：    
� 「ラクイラ食料安全保障イニシアティブ」の公約の完全達成 

� 「ラクイラ食料安全保障イニシアティブ」を引き継ぐ新たな世界食料および栄養安全保障イニシアティブ

を打ち出し、より栄養に重点を置いた以下の取り組みを実施： 

� 発達阻害の削減のための新たな世界的目標の導入と、国家レベルでの達成状況の進捗確認。 

� 「栄養改善拡充のための枠組み(SUN : Scaling Up Nutrition Framework)」の支持。 

� 新たな世界食料および栄養安全保障イニシアティブの下、直接的な栄養対応策に向けた大規模な

資金的コミットメントおよび拠出。 

� 発育阻害を含む各成果目標および資金拠出に対する実施状況についての一年ごとの進捗確認お

よび報告による透明性および説明責任の改善。 

 

さらに G20 各国も、多数の国が 2009 年のラクイラ・イニシアティブを支持し、農業大臣による対話の場を提

供するなど、重要な役割を担っています。2011 年に、G20 は「全世界において栄養を視野に入れた農業政

策を開発する」と約束しました１０。その約束を受けて、G20 は 2012 年にどのようにそれらを実施し、かつそ

の中でより栄養改善につながる農業が実施されるよう取り組む G8 の動きを補完的にサポートできるかを

特定することが求められます。 
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セーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンは G20G20G20G20 にににに求求求求めますめますめますめます：：：：    
� 「ラクイラ食料安全保障イニシアティブ」を引き継ぐ取り組みとして、栄養により重点を置いた新たな世

界食料および栄養安全保障イニシアティブの確立に向けた G8 各国首脳との協働。 

� 自国の農業大臣に対し、家庭における栄養を効果的に改善できる農業政策および農業手法について

2013 年のサミットで提言できるよう取りまとめるための指示。 

    

    

経済危機経済危機経済危機経済危機    
国際通貨基金や他機関が 2012 年の経済予測を大幅に下方修正しており、また、ヨーロッパの不況が二番

底に突入する中、世界は栄養不良によりかかる経済コストをこれ以上負担することができません。 

 

開発途上国は世界銀行に、2008-09 年と同様の世界経済危機への準備をするよう助言されています１１。ま

た、2011 年、史上最高値を記録した食料価格の高騰により、40 万人もの子どもの命が危険に晒されてき

ました１２。 

 

ヨーロッパや主要経済新興国における秩序の回復と成長は重要ですが、ヨーロッパにおける危機は低所得

国にも広がると予想されています１３。貿易や世界金融、人口移動などを通じて繋がっている世界において、

重要なのは、経済下降や食料価格の高騰や変動から脆弱な人々を保護するため、未だに 2011 年の食料

価格高騰の煽りを受けている低所得国を支援する政策やプログラムの導入です。もしこのような支援がな

されなければ、貧困削減や保健改善、長期的経済成長への基盤強化などにおける今日までの多大な進展

が危険に晒されることになります。 

 

 

貧困貧困貧困貧困層層層層をををを保護保護保護保護するするするする    

メキシコ大統領であり、2012 年度の G20 開催国首脳であるフェリペ・カルデロン氏は、G20 が世界経済の

立て直しと共に貧困撲滅に取り組むことの重要性をダボス会議で確認し、経済調整の一環としてメキシコ

の条件付き現金給付スキームである「Oportunidades」などを例にとり社会保護プログラムの重要性を強調

しました１４。 

 

ダボス世界経済フォーラムの国際アドバイザリー・ボードである The Global Agenda Council は、雇用と社会

保護について、開発途上国では社会保護の基礎を構築することが貧困削減と開発に向けた条件作りに必

要不可欠であると指摘しています１５。低所得家庭への現金給付は効果的に少ない経費で実施でき、子ども

の栄養状況を即効および長期的に改善することができる他、国内需要の向上と世界経済の調整に貢献す

ることができます。 

 

世界の首脳は「ラクイラ食料安全保障イニシアティブ」において、最も貧しく脆弱な人々に長期的な食料安

全保障をもたらすためには、長期的には政府主導かつ現金に基づいた社会保護システムと対象を定めた

栄養の対応策が必要であるとの認識を示しました１６。 

 

また、短期的には、地域社会が危機に対応していくための社会的セーフティネットが重要です。とりわけ、

食料価格が高騰したり不安定な時は、貧困世帯が継続して栄養価の高い食料を入手できるように、現金や

バウチャー（引換券）、食料提供などの社会的セーフティネットが特に重要です。 

 

 

社会的社会的社会的社会的セーフティネットはセーフティネットはセーフティネットはセーフティネットは機能機能機能機能するするするする    

アフリカの角において、何百万人の人々が今なお続く食料危機の影響を受けています。しかし、エチオピア

やケニアの一部地域では、社会保護とセーフティネット・プログラムへの投資を含む防災対策を何年も講じ

てきた結果、その取り組みが功を奏しました。1,300 万人もの人々が干ばつの影響を受ける中、上記の地
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域では国家と国際ドナーの共同の取り組みにより、何百万におよぶ人々が最悪の結果から免れることがで

きました。 

 

2011 年 8 月にアメリカのヒラリー・クリントン国務長官が次のように述べました。「2002 年と 2003 年にこの

規模の干ばつがエチオピアで発生した時、1,300 万人の人々が飢餓に見舞われました。今日においてはそ

の数は 500 万人以下になっています。１７」 

 

危機発生時に社会的セーフティネットを急速に拡大するためには、国内の社会保護システムを構築する必

要があります。しかし、低所得国における社会保護の網羅率は未だに低く、世界銀行の推定によるとサハ

ラ以南アフリカにおいては 20%の家庭、南アジアにおいては 30%強の家庭しかセーフティネットへのアクセス

がありません。 

 

世界銀行の緊急社会対応プログラムは、特に低所得国の社会保護システムの開発を支援するために制定

されたプログラムです。しかし、このプログラムは既に多くの国々に適用されており、追加資金がなければこ

れ以上新たな国への支援を実施することができません。危機が発生した時の即時対応を可能とする基盤

構築のためのこうした支援は、実際の危機発生時のプログラム拡大のための資金確保の方がより優先さ

れているため、これまで重視されてきませんでした。 

 

世界銀行の既存の資金を活用すれば、基盤の構築を可能とする方法は幅広くあります。この中には、緊急

社会対応プログラムへの資金の再配分や、国の援助政策における社会保護の優先化、銀行の総収入の

より多くの部分を低所得国の社会保護に向けるといったことが含まれます。G20 は社会保護の優先化に向

けた効果的な方法について、2013 年に開始する世界銀行の譲許的融資を行う機関である国際開発協会

の増資プロセスなどを通じて世界銀行に提案を求めるべきです。 

 

メキシコ大統領が議長を務める G20 は、社会保護のギャップに焦点を当てる比類のない、かつ時宜を得た

機会となります。G20 の国々は、開発途上国政府と共有できる社会保護システムの大変貴重な経験を有し

ています。全ての政府が、脆弱な地域社会を守り、彼らの生活を改善するため、共に、そしてより一層の取

り組みを行わなければなりません。これこそが現在および将来世代の経済安定につながる唯一の道だから

です。 

 

 

セーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンはセーブ・ザ・チルドレンは G20G20G20G20 にににに求求求求めますめますめますめます：：：：    
� 低所得国が危機発生時に貧しく脆弱な人々を保護するための社会保護システムを構築し、発展させ、

資金投入できるよう支援するため、以下の取り組みを実施： 

� 世界銀行が運営する緊急社会対応信託基金への追加資金の提供。 

� 低所得国の社会保護システムの開発および改善のため、国際開発協会を通じた世界銀行の資金

拡張策の選択肢の提示を世界銀行に依頼。 

� G20 各国の社会保護、セーフティネットおよび関連財政メカニズムに関する経験を踏まえた低所得

国向けの政策指針の開発。 
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